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　 目　 的:全 部床義歯装着者は義歯装着後6か 月
から1年経過す ると,咀嚼能力が向上す ることが








　方 法:本 学附属病 院を訪れた無歯顎者20名
を被験者 として,新 義歯 を製作 ・装着 した。被験
者 を,筋 力 トレーニングを行 う実験群 と行わずに
経過をみる対照群 に10名ずつ分けた。実験群には,
5秒間の噛み しめを30秒のインターバルをおい
て5回,こ れを1日1回 実施するよう指示 した。
　顎堤粘膜圧痛 閾値 を測定するため,感 圧 セン
サーを組み込んだ測定装置を試作 した。本装置 を
用いて規定 した部位の顎堤粘膜を加圧 し,押 され
ている感 じから痛みに変わった時点の荷重を圧痛

























することや,字 句の一部修正 を求めた。後 日,修
正論文 を査読 した結果,い ずれの指摘事項も適切
に修正 され,各 審査委員からの確認 と了承が得 ら
れた。
　申請者は本研究分野において広範な学識を備 え
ており,今後の研究活動に必要な能力を有 してい
ることを認めた。本研究の成果は,口腔生理学お
よび歯科補綴学領域において,義 歯に関連 した疼
痛および義歯装着者の咀嚼能力の評価等に貢献す
るところ大であり,学位授与に値す ると判定 した。
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